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 令和２年度事業報告 

 

Ⅰ 事業概要 

  当協会は、国内外からの観光客の誘致促進、福島県産品の開発、育成、販路の拡大及び観光・

物産関係施設の整備運営を行うなど、観光・物産振興の総合的・一体的な展開を図り、もって本

県の地域経済社会の活性化と多様な交流の拡大及び観光立国の推進に寄与することを目的に事

業を実施している。 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症により各施設の休館、物産展やツアーの中止、県外

でのＰＲ活動の自粛等、多大な影響を受けたが、県や市町村、関係団体と連携しながら公益法人

として各種事業を展開し、県内観光と県産品の振興に努めた。 

 

観光振興事業については、新型コロナウイルス感染症の動向等に留意し、オンライン等の手段

を積極的に活用しながら、本県の強みである自然、温泉、歴史、そして日本酒を始めとする食、

伝統工芸品などの魅力を活かし、地域連携ＤＭＯとして各観光関係団体等と連携しながら誘客促

進に努めた。 

国内誘客の推進については、ホームページや季刊観光情報誌等により本県の魅力を積極的に発

信するとともに、東北ＤＣに向け、専門家派遣による地域の観光コンテンツのブラッシュアップ

を行う等、地域が主体となった観光地づくりを進めた。また、コロナ禍で多大な影響を受けてい

る本県観光業の需要拡大を図るため、県と連携しながら県内宿泊者に対する助成と特典クーポン

の配付事業を実施した。 

教育旅行については、本県教育旅行のＰＲと誘致促進のため、例年実施している官民一体のキ

ャラバンをオンラインにより実施するとともに、学校や旅行会社に向け、県内教育旅行関係者か

らの応援メッセージや写真をエール便として送付する等、新たな取組を行った。また、本県の恵

まれた環境を活かし、スポーツ・文化合宿など多種多様な合宿の誘致を図るため、地域が連携し

て設置した受入窓口を強化するための支援を行った。 

海外誘客については、外国人専門員による外国人目線での観光素材の掘り起こしや、国別にニ

ーズを把握しながら情報発信を行ったほか、コロナ収束後を見据えて訪日外国人の受入体制を強

化するため、Wi-Fi接続環境を整備する旅館等への支援や、観光関係事業者に向けキャッシュレ

ス決済や外国語に対応するためのオンラインセミナーを実施した。また、外国人観光客に向けた

コンテンツ造成事業として浜通り１０市町村と連携し、「（仮称）うつくしま浜街道トレイルルー

ト」の案を策定した。 

ホープツーリズムについては、教育旅行や企業等研修を中心として、地域の関係団体等と連携

したツアーの造成、販売、催行を行うとともに、フィールドパートナーの育成事業を実施した。

また、当協会がランドオペレーターとして、旅行会社と連携しながらツアー実施につなげていく

体制やオンラインモニターツアーの実施体制を構築し、令和２年９月に開館した東日本大震災・

原子力災害伝承館とも連携しながら、ホープツーリズムのさらなる拡大を図った。 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響により、ホープツーリズムのツアー・モニターツアー

は２９件（２,１０８人）が中止となった。 
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県産品振興事業については、アンテナショップ（福島県観光物産館・日本橋ふくしま館）への

来館者に県産品の魅力発信と販売促進を図ったほか、流通業者や消費者からの情報を事業者・生

産者へフィードバックすることにより、競争力の高い商品開発と効果的な販路開拓を支援した。

また、ＢtoＢ型（企業間取引）の卸売事業による県産品の県外等への流通促進や販路拡大のほか、

越境ＥＣストア「FukushimaPrime（ふくしまプライム）」の運営を通して海外への情報発信、

販路開拓を行った。 

福島県観光物産館は、コロナ禍での県産品の流通促進を図るため、客層に応じて商品の品揃え

を工夫し、新聞折込チラシ等により話題商品の紹介等を積極的に行うとともに、ふくしま県産品

応援商品券の発行や「ふくしまラウンジ」メニューの充実を通じて新たな客層の開拓や利用者の

満足度を高めたことなどにより、オープン以来最高の売上額となった。 

日本橋ふくしま館は、首都圏において、全国に誇る日本酒やくだものを始めとする優れた県産

品の魅力や季節毎の観光情報、定住・二地域居住情報などの積極的な情報の提供を図ることによ

り、復興へ向かう「ふくしまの今」を総合的・継続的に発信する情報拠点として、県産品の風評

払拭と販路拡大、観光誘客を図った。 

外販については、新型コロナウイルス感染症の影響により、中央官庁をはじめ関係団体と連携

したマルシェ等が中止となる中、企業単位での予約注文の受注や近隣の飲食店を対象に日本酒や

食材等の配達を行い、県産品の販売促進に取り組んだ。 

物産展事業については、東北各県や全国の観光物産協会等との連携のもと、全国主要都市にお

いて観光物産展や地下催事をはじめ、リアル物産展からＥＣ物産展に切り替える等、新型コロナ

ウイルス感染症に対応した催し等を開催し、本県の優れた県産品のＰＲ及び販路拡大とともに観

光客の誘致促進を図った。 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響で、福島県観光物産館においては延べ２８日間、日本

橋ふくしま館においては延べ５５日間の臨時休館となったほか、物産展事業においては２６件の

催事が中止・延期となった。 

県産品流通促進事業については、卸売事業では、県外を中心に福島の酒等県産品の営業活動を

積極的に行い販売促進を図ったことにより、当該事業を開始した前年度に比べ、取引客先は１.

７倍、卸売額は２.７倍に増加した。 

ふくしま県産品応援商品券事業では、新型コロナウイルス感染症により低迷する県産品の消費

を回復・拡大させることを目的としたプレミアム付き共通商品券を発行し、県産品の消費拡大を

図った。 

 

くろがね小屋運営事業は、宿泊施設として新型コロナウイルスの感染防止に努めながら施設の

適切な管理運営を行うとともに、予定されていた建替え工事のスケジュールが令和５年度以降に

延期となったことから、利用者への周知を行った。 

  天鏡閣・迎賓館運営事業についても、新型コロナウイルス感染症対策に努めながら施設の適切

な管理運営を行うとともに、各種イベントの開催、オンライン旅行商談会等による誘客活動を行

い来館者確保に努めた。 

  なお、くろがね小屋、天鏡閣においても新型コロナウイルス感染症の影響により、延べ２８日

間の休業を行ったことや感染防止対策のための人数制限を行って営業したこと等により、利用者

数は共に前年度の半分以下となった。  
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Ⅱ 事業体系 

 

 

 

 

（１）観光振興事業 

①国内誘客推進事業 

②教育旅行推進事業 

③海外誘客推進事業 

④ホープツーリズム推進事業 

（２）県産品振興事業 

   ①福島県観光物産館運営事業 

   ②日本橋ふくしま館運営事業 

③物産展事業 

④県産品流通促進事業 

（３）施設管理運営事業 

①くろがね小屋運営事業 

②天鏡閣・迎賓館運営事業 

 

 

 

 

Ⅲ 事業実績 

１ 福島県内観光及び県産品の振興事業 

（１）観光振興事業 

本県への観光客の誘客に向けて、以下のとおり事業を行った。 

特に、令和２年度においては新型コロナウイルス感染症の動向等に留意し、オンライン等

の手段を積極的に活用しながら、本県全域を対象とする地域連携ＤＭＯとして各観光関係団

体等と連携し、国内誘客、教育旅行、海外誘客、ホープツーリズムの４つの柱により事業を

展開するとともに、地域が主体となった観光地域づくりを推進した。 

 

   ① 国内誘客推進事業 

ア 東北ＤＣに向けた観光地づくり推進事業 

東北ＤＣに向けた観光地づくり推進事業によるコンテンツ造成支援については、各採

択団体からの申請書を基にヒアリングを実施し、現状・課題を把握した上でアドバイス

が可能な講師の選定や派遣を行い、コンテンツの全体的なブラッシュアップを行った。 

また、コロナ禍の状況を踏まえ、オン・オフラインによるコンテンツのモニターツア

ーを開催し、ＷＥＢアンケートの実施によるブラッシュアップフォローも実施した。 

 

 

 

２ 天鏡閣軽食販売事業 【収益事業会計】 

 

 

 

１ 福島県内観光及び県産品の振興事業 【公益目的事業会計】 

福
島
県
の
観
光
・
県
産
品
の
振
興 
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・採択団体 ３団体 ※各方部より一団体ずつ 

 ① 中通り 一般社団法人にほんまつＤＭＯ 

講座 ８回開催 

オンラインツアー １回開催（参加者延べ１０名） 

② 浜通り 相馬市観光協会 

講座 ７回開催 

オフラインモニターツアー １回開催（参加者１９名） 

③ 会 津 会津リバティ協議会 

講座 ７回開催 

オンラインツアー １回開催（参加者延べ１５名） 

・ＷＥＢアンケート 

各コンテンツのターゲットから地域、年齢を設定の上、令和３年１月に下記①、②の

調査を実施した。 

① 定量調査（グーグルフォームを活用したアンケート形式にて実施） ３３９名 

② 定性調査（定量調査の回答から興味関心の高い人を選定し、採択団体とのオンラ

イン座談会形式にて実施） １５名 

 

イ 「福が満開、福のしま。」福島県観光情報総合発信事業 

 本県観光情報の取りまとめや情報収集を行い、年間を通じた情報発信を行うため、

ホームページ「ふくしまの旅」の管理運営及び季刊観光情報誌「ふくしまほんものの

旅」を発行するとともに、県内外へのイベントに出展した。 

・ホームページ「ふくしまの旅」 

 延べビュー数  ３３，１２６，１９２pv（前年度：２２，６９４，９３０pv） 

 ※前年度比４６．０％増。増加要因としては、福島県周遊観光支援事業（県民割事業）

の実施により旅行・宿泊関係者や一般利用者による閲覧が純増したことによる。 

・季刊観光情報誌「ふくしまほんものの旅」 

 年２回発行（秋・冬号、春・夏号） 

 通常版各１０万５千部、JR版各５万部 発行 

・県内外のイベント出展 

 出展回数 延べ１２回（下記「広域観光推進」に係る出展も含む。） 

  【主なイベント】 

・天鏡閣 文化の日イベント（R2.11.3）天鏡閣（猪苗代町）  

・冬スポ！！WINTER SPORTS FESTA SEASON 20 

 （R2.12.12～13）朱鷺メッセ（新潟県新潟市） 

  （R2.12.19～20）夢メッセみやぎ（宮城県仙台市） 

  （R3.1.23～24）ビエント高崎（群馬県高崎市） 

  （R3.1.30～31）幕張メッセ（千葉県千葉市） 

・SONG OF THE EARTH 311 -FUKUSHIMA 2021-（R3.3.11）Jヴィレッジ（楢葉町） 

・福島県オンライン旅行商談会（R3.3.16）コラッセふくしま（福島市） 

 旅行会社９社（１８名）、県内団体１０団体（２５名）参加。 
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・広域観光推進 

 広域観光の推進から本県への誘客に繋げるべく、東北中央道、５県ループ（高速道

路による福島県、茨城県、栃木県、群馬県及び新潟県の連結）やダイヤモンドルート

（福島県、茨城県、栃木県、東京都）などを活用し、ホームページによる情報発信や

イベント出展を行った。 

・「５県ループ」ホームページ 延べビュー数  １，９９２，９９１pv 

                  （前年度：１，７８６，６１４pv） 

・県内外のイベント出展 延べ９回 

  【主なイベント】 

・ふくしまフェスタ in道の駅あいづ湯川・会津坂下（R2.9.26） 

 道の駅あいづ湯川・会津坂下（湯川村） 

・くにみ道の駅大交流フェスタ（R2.10.10～11） 

 道の駅国見あつかしの郷（国見町） 

・春の旅観光展 IN大宮駅（R3.3.25～27） 

 ＪＲ大宮駅西口改札外イベントスペース 

 

ウ コンベンション開催支援事業 

 県の「コンベンション開催支援事業」の事務局を受託運営するとともに、広告チラシ

の作成及び Webページの作成・運営を行った。なお、新型コロナウイルス感染症の影響

による会議の中止等により、支援の申請キャンセルが多数あった。 

 ・受付件数 4件 延べ宿泊者数 497人泊 

  （前年度：受付件数 37件、延べ宿泊者数 9,962人泊） 

  ※令和 2年 10月まで実績なし。 

   10月以降、支援の申請はあったが、例年と比較し大幅な減となった。 

   例年 35～40件、延べ人数 10,000程度の実績あり。 

 ・広告チラシの作成（10,000）及び Webページの作成・運営 

 

エ デジタルプロモーション推進事業 

 東北ＤＣを契機とし、東北ＤＣ福島県版ページ作成及び公式観光ページ「ふくしま

の旅」のリニューアルを実施した。各ページには、より精度の高い情報を発信するた

め、グーグルアナリティクス等を活用したアクセス解析システムを導入した。また、

体験等コンテンツの販売を目的とした予約システムの整備を進めるとともに、現在使

用している宿予約システム「旅くら」のリニューアルを実施した。 

・東北ＤＣ公開スポット数      ７３２件 

・東北ＤＣ登録写真件数     ２，００８件 

・ふくしまの旅公開スポット数  １，６２７件 

・ふくしまの旅登録写真件数  １１，９８０件 

 

オ 首都圏情報発信拠点を活用したＰＲ事業 

 日本橋ふくしま館を拠点として、首都圏から本県への誘客促進を目的に、コロナ禍で

の感染対策等に十分配慮し、広報等は店舗内のみとしたイベントの開催や観光コーナー
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及びイートインコーナーの改修作業を実施した。 

・日本橋ふくしま館でのイベント実施回数 ４回 

 「さくらんぼフェア」（R2.6.19～21）来館者数 2,759 名 

 「桃まつり」（R2.7.31～8.3）来館者数 4,207 名 

 「２０２１新春初売り」（R3.1.2～3）来館者数 2,407 名 

 「いちご＆バレンタインフェア」（R3.2.11～14）来館者数 4,633 名 

・館内ディスプレイの装飾改修 １回 

 

カ 就航先誘客強化特別事業 

（ア）現地ＰＲ広報事業 

福島空港の国内就航先である北海道、関西等において、本県の観光及び福島空港

利活用 PR等を実施した。 

       【主なイベント】 

        ・エフエムいたみラジオ番組での PR（R2.8.24） 

         コミュニティ FM「エフエムいたみ」にて観光 PR（兵庫県伊丹市） 

        ・ツーリズム EXPOジャパン 2020（R2.10.29～11.1） 

         宜野湾市多目的運動場（沖縄県宜野湾市） 

        ・福島県観光物産展（R2.11.13～14） 

         天神橋筋二丁目商店街 南森町駅上スペース（大阪府大阪市） 

        ・生野本通り中央商店街こども物産イベント（R2.12.15） 

         生野本通中央商店街 アオハルショップ（大阪府大阪市） 

 

（イ）就航先用季刊情報誌制作 

季刊情報誌の就航先版を作成し、就航先での本県のイメージアップを図り、福島

空港利用による観光誘客を行った。 

・ふくしまほんものの旅 就航先版 年 2回発行（秋冬号、春夏号） 

       各 5,000部 発行 

 

キ ふくしま体験周遊受入整備体制事業 

 磐梯吾妻スカイラインと、その周辺温泉地及び自然を活用した体験コンテンツのアピ

ールのため、ホームページ運営、受け入れ体制の整備等を行った。 

・ホームページ「やまふく」の管理・運営 

・体験コンテンツの照会・ヒアリングの実施 

 シャワーウオーク、サウナテント、カヌー、ファットバイクのコンテンツの提案 

・ツーリズム EXPOジャパン東京商談会（オンライン）での情報発信（R3.1.7～8） 

 

ク 福島県周遊観光支援事業（県民割事業） 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大により落ち込んだ旅行需要の回復を図るため、

県内に宿泊した方 1人 1泊あたり 5千円の支援及びクーポン券 1,000円（500円券×2

枚）の配付を行った。 

     ・宿泊助成 213,078人泊（支援金額合計 1,065,390千円） 
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     ・クーポン 192,647枚 （支援金額合計   96,323.5千円） 

     ・宿泊助成管理システム登録数 543施設 

     【事業の経過】 

令和 2年 6月 県民割事業開始（旅行会社経由の予約、福島県居住者のみ対象） 

宿泊業者の要望に応え、宿泊助成管理システムを導入の上、事業の対

象を宿泊業者の直接予約にも拡大 

7月 県民割に伴うクーポン券の配付開始 

8月 宿泊対象者に山形県及び新潟県居住者を追加 

9月 クーポン券配付終了 

    10月 宿泊対象者に青森県、岩手県、秋田県及び宮城県居住者を追加 

       （東北 6県、新潟県居住者が対象となる） 

12月 新型コロナウイルス感染症の流行のために、宿泊対象者を福島県に再

度限定 

令和 3年 1月 新型コロナウイルス感染症の流行に伴い県民割事業を一時停止 

         2月 県民割事業再開 

         3月 令和 2年度事業終了 

 

ケ マイクロツーリズムの推進 

 県民参加による地域の魅力の再発見と情報発信を目的として、写真家の野口勝宏氏を

審査員に迎え、インスタグラムによる県民限定のフォトコンテスト「ふくしまきらきら

つなぎ」を開催した。 

 また、入賞作品は冊子として取りまとめ関係機関に送付する等、県内観光地のＰＲ等

に活用した。 

 入 賞 数：５７点 

 応 募 総 数：８７１点 

 冊子作成部数：５，０００部 

 

② 教育旅行推進事業 

ア 教育旅行誘致促進事業 

 本県の教育旅行の再生を図るため、行政と民間が一体となった誘致キャラバン活動を

行う予定であったが、新型コロナウイルス感染症の影響で５月より予定したキャラバン

活動が実施できず、対象者を学校から旅行会社に変更し、ＩＣＴを活用したオンライン

キャラバンとして実施した。 

 また、ホームページを通じた本県現状の理解促進のための情報発信や、来県校から情

報収集を行うなど、コロナ禍における情報発信等の強化に努めた。 

 

（ア）オンラインキャラバンの実施状況 

○１１月～３月実施   計２２回／７４名／５５社（支店を含む） 

①九 州   11～12月 （５回・１１名・ ８社）  

                    福岡県・佐賀県・長崎県・宮崎県・鹿児島県 

②北海道   １２月  （１回・ ３名・ ３社）  北海道（札幌市） 

③関 西   １２月  （３回・１１名・１０社） 

                    大阪府・京都府・滋賀県・奈良県・兵庫県・和歌山県 

④新 潟    １月  （４回・１０名・ ８社）  新潟県（新潟市・長岡市） 
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⑤栃木・茨城  ２月   （４回・２１名・１３社） 栃木県（宇都宮市）・茨城県（水戸市） 

⑥千葉・埼玉  ２月   （３回・１４名・  ９社） 

                    千葉県（千葉市・松戸市）・埼玉県（さいたま市など） 

⑦東 京    ３月   （２回・  ４名・  ４社） 東京都 

       

（イ）教育旅行ワンストップ窓口対応 

 県内外の学校や旅行会社からの教育旅行の資料請求をはじめ、様々な問い合わせに、

本県への教育旅行の促進を図る総合受入窓口として対応した。 

・ワンストップ窓口対応件数 ２５０件 

 

（ウ）教育旅行入込調査の実施 

 令和元年度教育旅行入込に関する調査を福島県と連携して行った。 

・調査対象施設／団体 ６０１件 

・調査協力施設／団体 ５２２件 （回答率８６．９％） 

・延べ宿泊者数 ５１６，５２５人泊（前年度 ５１７，８２０人泊） 

        （前年度比 ９９．７％、平成２１年度比 ７２．８％） 

・学校数    ６，９４１校（前年度 ７，０４７校） 

        （前年度比 ９８．５％、平成２１年度比 ８７．６％） 

 

※新型コロナウイルス感染症の影響による中止  

・延べ宿泊者数   ２９,８９３人泊  

・学 校 数     ４０６校 

 

※新型コロナウイルス感染症の影響が無かった場合の比較（実績＋中止の合計） 

・延べ宿泊者数  ５４６,４１８人泊（前年度 ５１７,８２０人泊） 

        （前年度比 １０５.５％、平成２１年度比 ７７．０％） 

・学 校 数 ７,３４７校（前年度 ７,０４７校） 

        （前年度比 １０４.３％、平成２１年度比 ９２．８％） 

 

（エ）「ふくしま教育旅行」ホームページ運営管理 

 ホームページ「ふくしま教育旅行」により、体験プログラム、各施設の案内、モデ

ルコース、体験者の声等、本県ならではの学習効果の高い魅力ある情報発信を積極的

に行った。 

・アクセス件数  ７８４,７６１件（前年度８２８,０５３件） 

・教育旅行関連施設データの情報更新（随時） 

・ホームページ情報発信件数 ３６件（前年３２件） 

 

（オ）教育旅行実施校への取材活動とメルマガの配信 

 県内における教育旅行実施校の活動状況の事例や、教育旅行に関する情報をメール

マガジンとして編集し、全国の小中高校、旅行会社等へ配信した。 
・来県校受入の取材活動等            ４件 （ 前年１３件） 

・教育旅行関係者へのメールマガジン／月１回発行  発信数２９,２７９件 

 

（カ）県内各市町村の助成事業等の情報発信  

 県及び県内の市町村が実施している助成事業を取りまとめ、ホームページやメルマ

ガを活用して情報発信を実施した。    ４回発信 

・教育旅行情報 ／１３市町村  ・合宿／１６市町村 

・コンベンション ／７市町村  ・その他／１７市町村 
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（キ）東北観光推進機構セミナー等へ参加し情報発信活動の実施 

 各団体が主催するセミナー等において、福島の現状と本県ならではの教育旅行プロ

グラム等の説明を行うため、積極的に参加した。 

 ７月 東北観光推進機構第１回教育旅行部会（仙台開催） 

 ７月 東北観光推進機構北海道教育旅行セミナー（資料提供のみ） 

１１月 東北観光推進機構オンラインセミナー東北（オンラインプレゼン参加） 

 １月 東北観光推進機構オンラインセミナー全国（オンラインプレゼン参加） 

 ３月 東北観光推進機構第２回教育旅行部会（オンライン開催） 
 （７～８月予定の日本修学旅行協会・全国修学旅行研究協会主催の各セミナーは中止） 

 

（ク）教育旅行誘致オンラインセミナーの開催 

 県内教育旅行関係者を対象に、コロナ禍における教育旅行誘致策を考えるためのオ

ンラインによるバスツアー体験、企画方法等の研修を実施した。 

・実施日：令和３年３月２３日（火） ６０名参加 

・内 容：第１部 オンラインツアー体験（約９０分） 

     第２部 オンラインツアーの企画方法研修（講演９０分） 

 

（ケ）コロナ禍における自主的な取組 

○４地区へのエール便の配信 

 コロナ禍により５月から予定していたキャラバンが実施できなかったため、教育

旅行推進員を中心とする県内教育旅行受入れ関係者の協力により、応援のメッセー

ジと関係者の写真をまとめ、エール便として先生や旅行ＡＧＴにメールにより配信

した。 

・配信件数 ３６６箇所 

 九州地区  ８６箇所  東京地区１６７箇所 

 北海道地区 ５２箇所  関西地区 ６１箇所 

 

○県内主要エリアの宿泊施設の空室状況の配信 

 コロナ禍による方面変更や延期などにより、新たな旅行先を決める上での参考と

してもらうため、県内の主要な宿泊施設の空室状況をとりまとめ旅行会社へ定期的

な情報提供を行った。 

・９～３月の期間に５回実施 

・裏磐梯、猪苗代、南会津、二本松エリア（１２宿泊施設） 

 

○県内の小・中・高校に対する県内教育旅行の実施の働きかけ 

 県内学校においてもコロナ禍における旅行先を検討している中、県教育委員会高

校教育課及び義務教育課に対して県内への教育旅行実施を働きかけ、各学校へ教育

旅行及びホープツーリズムのパンフレットの配布を行っていただいた。 

・８００部 

 

イ 合宿の里ふくしま復興事業 

 自然環境に恵まれたフィールドを活かし、スポーツ・文化合宿など多種多様な合宿を

行うことのできる本県へ更なる誘客を図るため、県内各エリアへのヒアリングを実施し

た上で対象団体を選定し、地域が連携して県内の合宿窓口の強化を図るための支援を行

った。 

 

（ア）関係団体への支援内容 

①相馬スポーツツーリズム推進協議会（相馬市、新地町） 
 ＜内容：合宿パンフレット／地図制作・合宿動画制作等＞ 
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②県南ホテル連合会（泉崎村、西郷村、棚倉町、塙町、鏡石町、矢吹町、白河市） 

 ＜内容：合宿パンフレット・合宿動画制作・合宿ホームページ改修等＞ 

 

③広野町・楢葉町・富岡町合宿誘致ネットワーク 

 ＜内容：合宿パンフレット制作・合宿ホームページの作成等＞ 

 

（イ）ホームページやオンラインを活用した情報発信 

 ホームページの改修及びオンラインによる誘致キャラバンに相馬エリアや県南エ

リアから参加してもらい「合宿の里ふくしま」を広域にＰＲした。 

 

ウ 教育旅行魅力発信強化事業 

（ア）教育旅行モニターツアー事業 

県外の先生方に福島を見て感じてもらい、震災後の風評払拭と本県ならではの学び

を発見することで県内への教育旅行実施を検討いただくため、モニターツアーを３エ

リアで計画していたが、新型コロナウイルス感染症の影響により催行中止とした。 

 

      ・予定エリア 

       関西エリア 九州エリア 北海道エリア 

 

（イ）モデルコースの造成事業 

 従来の教育旅行プログラムと東日本大震災・原子力災害伝承館等を組み入れたホー

プツーリズムの連結モデルコースを造成し、オンラインキャラバン及び教育旅行総合

ガイドブックへの掲載やホームページ等で情報発信を行った。 

・各エリアの基点を設定しモデルコースを作成  １１エリア、３６コース 

エリア（基点） コース数 

九州（羽田空港）、新潟県（新潟中央ＩＣ）、 

栃木県（宇都宮ＩＣ）、茨城県（水戸ＩＣ）、 

埼玉県（久喜ＩＣ）、千葉県（成田ＩＣ）、東京都（東京駅）、 

宮城・山形県（伝承館）、岩手・青森・秋田県（伝承館） 

各３コース 

北海道（新函館北斗駅・札幌駅） ４コース 

関西（新大阪駅・大阪空港） ５コース 

 

（ウ）新しい教育旅行プログラム造成に向けた事業 

 ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の視点を踏まえた新しい教育旅行プログラム造成

に向け、関係団体との意見交換会やワークショップ等を開催し、各地の探究学習につ

ながる素材やテーマの検討を行った。 

      ・１２/１ 会津若松エリア（参加者６名） 

                 テーマ：会津の歴史、什の掟、食文化、伝統地場産業、無尽、 

                エネルギー（水力、地熱、風力）等  

・１２/３ 裏磐梯エリア  （参加者８名） 

     テーマ：森から考える海洋ゴミ問題、休耕田の復活から里山の生態系・ 

         環境問題を考える、猪苗代湖の水等 

・１２/４ 喜多方エリア （参加者４名） 

      テーマ：水が育んだ喜多方、ラーメン、新宮熊野神社長床等 

 

（エ）教育旅行総合ガイドブックの改訂                     

 県外の教育旅行関係者向けの総合ガイドブックを作成するとともに、一般教育旅行

にホープツーリズムを連結させたモデルコース等を取り入れたパンフレットの改訂

を行った。 

- 10 -



 

 

      ＜仕様内容＞ 

      ・タイトル：ふくしまから持続可能な未来を探究・創造する 

            福島県教育旅行総合ガイドブック 

      ・仕様  ：カラー 全３６ページ  作成部数 １０，０００部 

 

エ 教育旅行推進委員会の運営 

 教育旅行推進委員会を設置し、日頃の教育旅行誘致促進に関する取組や地域の生きた

情報を委員と共有することで、県内全域での教育旅行誘致促進を図った。 

第１回  ７月１６日 １３名参加 

第２回 １２月２２日 書面会議 

第３回  ３月２５日 １１名参加 
 

③ 海外誘客推進事業 

ア 海外情報発信力強化事業 

 多言語ホームページやＳＮＳ等を活用し、海外旅行エージェント・マスコミ等への本

県の正確な情報発信を行い、外国人観光客の受入に関してサポートの要請があればする

など、外国人観光客の誘客を図った。 

 （ア）多言語ＨＰの管理運営 

 ・各ターゲット国に対応した新たなモデルコースや記事を掲載し情報発信した。 

  【ビュー数の内訳】 

    英語    ８９２,１７７pv（前年度２３０,３２９pv） 

    簡体    １７９,１７０pv（前年度１０３,７１１pv） 

    韓国    １０３,１３７pv（前年度 ６９,３７１pv） 

    ベトナム   ７１,７８５pv（前年度 １０,７９０pv） 

    合計  １，２４６,２６９pv（前年度４１４,２０１pv） 

  ※前年度比３００．９％。増加要因としては、指定したターゲット層に表示させる

よう設定したＳＮＳ広告（Ｆａｃｅｂｏｏｋ）の効果が大きく、多言語ＨＰへ誘

導することによりビュー数が増加したことによる。 

 ・海外旅行会社向け専用ページを作成し、モデルコースに関連する施設情報を取得し

やすくした。 

 

（イ）Diamond Route Japanウェブサイトの維持管理（令和２年度より） 

当サイトを活用し、広域（栃木、茨城）で海外旅行会社を主体にプロモーションを

行った。 

 当サイト ビュー数  ８６,８７６pv 

 

（ウ）外国人観光客への定期的な観光情報の提供 

 下期より新たな外国人専門員を起用し、ＳＮＳでの情報発信に重点を置き、外国人

目線で数か月先のコンテンツと今現在のコンテンツをバランス良く発信した。また、

新たな取組として米国向けにＬｉｖｅ配信なども行った。 

 

Ｆａｃｅｂｏｏｋ投稿数   １５１回（前年度１０９回） 

  最多リーチ数  １０,８５４-  波立海岸弁天島 

Ｉｎｓｔａｇｒａｍ投稿数  １３７回（前年度３２０回） 

  最多リーチ数   ４,０９７-  西吾妻山スノーモンスター 

Ｌｉｖｅ配信 

 大内宿 

  Facebook 令和３年１月２１日（木）ＡＭ９:００～ 約２０分間 

   平均視聴者数 ５０名  ※最多視聴者数 ５８名 
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  Instagram 令和３年１月２１日（木）ＡＭ９:３０～ 約２０分間 

   平均視聴者数 ２３名  ※最多視聴者数 ２８名 

 只見線第一橋梁ビューポイント 

  Facebook 令和３年２月２５日（木）ＡＭ９:００～ 約２０分間 

   平均視聴者数 ４３名  ※最多視聴者数 ４７名 

 

イ 外国人誘客旅行商品造成支援事業 

 台湾、アセアン及び韓国、オセアニア諸国を核とした旅行商品を開発・企画する旅行

エージェント等に対し、商品造成の支援を行う予定だったが、新型コロナウイルス感染

症による海外渡航規制の影響で実施できなかった。 

 

ウ 外国人受入体制強化事業 

 訪日外国人の受入について、主な情報収集源であるＷｅｂコンテンツの多言語化と接

続環境（Ｗｉ-Fｉ）を整備する旅館等への助成を行った。 

Ｗｉ-Fｉ整備    ３件（前年度７件） 

ＨＰ多言語化    ２件（前年度４件） 

案内板の多言語化  ２件（前年度２件） 

その他受入環境整備 ６件（前年度４件） 

 

エ 国際教育旅行等誘致促進事業 

 東アジア現地における商談会参加や教育旅行関係者を本県に招聘して、本県の正しい

情報や教育旅行素材のＰＲなどを行い、東アジアを中心とした海外からの教育旅行の誘

致を図る予定だったが、新型コロナウイルス感染症による海外渡航規制の影響で全て中

止。 

 

オ 国際観光推進委員会の運営 

 国際観光推進委員会を設置し、官民一体となった海外でのプロモーション活動や各種

事業を実施し、国際観光の誘致促進等を図った。 

第１回  ７月１５日 １２名参加 

第２回 １２月２４日 書面会議 

第３回  ３月２５日 １２名参加 

 

カ 宿泊事業者受入環境整備緊急対策事業 

 感染症対策を含む受入環境整備を行う際の補助に係る申請書提出のサポート及び申

請書類の受付事務を行った。（観光庁の補助金に上乗せして支援する事業） 

ストレスフリー環境整備  １５件 

※Wi-Fi整備、サーモグラフィー設置等 

バリアフリー化促進     ７件 

※手すり、スロープ、洋式便座など 

 

キ 受入環境整備促進事業 

（ア）観光関係事業者向けにキャッシュレス決済、多言語化、災害時の対応等に関する

オンラインセミナーを行った。 

開催日時 １回目 １２月９日 ０９：３０～  参加者 ２６名 

     ２回目 １２月９日 １４：３０～  参加者 １５名 

（イ）新型コロナウイルス感染症に対する、感染注意喚起を目的としたお客様向け配布

物を、日本語を含む、中国語（簡体字、繁体字）、タイ語、ベトナム語、英語にて

作成した。 

 

- 12 -



 

 

ク 酒蔵ツーリズム 

 外国人観光客誘客に向けたコンテンツ造成支援として国事業（国税庁）採択となった

地域（喜多方市）をサポートし、酒蔵やラーメン等を組み合わせたコンテンツの造成に

取り組んだ。 

 

ケ みちのく潮風トレイル延伸事業 

 外国人観光客誘客に向けたコンテンツ造成支援として国事業（観光庁）採択となった

浜通り１０市町をサポートし、（仮称）うつくしま浜街道トレイルルート案を策定した。 

 

コ 東京都と連携した MICEに係るエクスカーション誘致促進事業 

（ア）東京都観光財団と連携して MICEメディア１名を招請した。 

 浜通りの復興と会津地方の歴史、文化を体験する工程とし、招請したメディアに

よる記事掲載（Web）を行った。 

（イ）モデルルートのブランディング強化として、浜通り・中通り・会津の酒蔵の取り

組みを「Tokyo Weekender」Web 版及び誌面に掲載し、震災から１０年が経過する

中、着実に進む県内の復興の歩みを発信した。 

   また、「サムライ文化」が色濃く残る会津地方の歴史や文化を外国人が実際に体

験し、人との交流を通じたナビゲーション動画を制作、配信した。 

 

④ ホープツーリズム推進事業 

ア ホープツーリズム推進事業 

 福島でしか実施できない学びのツアー「ホープツーリズム」を核として、県内観光復

興の推進を図った。 

 地域における受入環境を充実させるため、人材育成（フィールドパートナー、ヒュー

マン等）やコンテンツの磨き上げを行うとともに、商標利用の仕組みづくりや旅行会社

専用ホームページの開設などを通じて旅行会社（ＡＧＴ）との連携を進め、ホープツー

リズムの利用促進に努めた。 

 

【ホープツーリズムの実施内訳】                （ ）は前年度実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ランドオペレーター：旅行会社からの申込で現地の手配をする組織・会社（＝協会） 

 

 

 

 

 
一般 教育旅行 ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ 合計 

本数 人数 本数 人数 本数 人数 本数 人数 

ホープツーリズム

合計 

17 

（16） 

368 

（291） 

7 

（23） 

535 

（645） 

1 

（7） 

7 

（68） 

25 

（46） 

910 

（1,004） 

 協会実施ツアー 
14 

(10) 

341 

(143) 

3 

(14) 

99 

(338) 

1 

(5) 

7 

(56) 

18 

(29) 

447 

(537) 

 
ランドオペレーター

取扱（AGT 申込） 

2 

（0） 

21 

（0） 

3 

（0） 

419 

（0） 

0 

（0） 

0 

（0） 

5 

（0） 

440 

（0） 

 モニターツアー 
1 

(6) 

6 

(148) 

1 

(9) 

17 

(307) 

0 

(2) 

0 

(12) 

2 

(17) 

23 

(467) 

 
一般 教育旅行 ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ 合計 

本数 人数 本数 人数 本数 人数 本数 人数 

オンライン 

モニターツアー 
0 0 13 627 0 0 13 627 

※オンラインモニターツアーはＲ２年度より実施。 
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【ホープツーリズム 新型コロナウイルスによるキャンセル数】  （ ）は前年度実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ア）ツアーの催行およびランドオペレーターとしての取扱い開始 

教育旅行やインバウンド、企業研修等の旅行種別に応じてツアーを催行した。 

旅行会社からの手配依頼に基づき、ランドオペレーターとして現地手配および現

地先廻り確認・準備等を実施した。 

（福島県知事登録 旅行業２－３６２号、平成２９年６月２０日登録） 

  

（イ）商標利用の仕組みづくり 

  旅行会社がホープツーリズムを商品化する際、当協会が保有する商標を利用できる

よう、旅行会社（AGT）専用ホームページ内に「商標使用申請」の項目を設け、使用

規約の閲覧や使用申請書のダウンロードを可能とするとともに、使用申請書の提出が

あった８社１２件に対して商標の利用を承認した。 

 

（ウ）専用 HPやパンフレット等による情報発信 

・ホームページやパンフレットによる発信、営業活動を行った。 

  ホームページ延べビュー数  日本語版 ８２，８３５pv 

                英語版   ２，１９０pv  

                合 計  ８５，０２５pv 

  ホープツーリズム総合ガイドブック  ５，０００部作成 

  パンフレット（教育旅行版）    ２０，０００部作成 

・ホームページ（日本語版、英語版）を改修し、日本語版ホームページ内に、旅行会

社（AGT）専用の情報閲覧システムを新たに構築した。 

 旅行会社（AGT）専用ホームページ登録数 １５２社（支店） 

・事例集等によるモデルコースの情報発信を行った。 

 

（エ）旅行エージェント等への営業活動 

 新型コロナウイルス感染症対策のため、対面（訪問）営業に代わり下記により営業

活動を展開した。 

・日本旅行業協会主催のオンラインＷＥＢセミナーにて、全国の旅行会社へホープツ

ーリズムの案内説明・ＰＲ発信 

 令和２年６月１６日実施 

 
一般 教育旅行 ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ 合計 

本数 人数 本数 人数 本数 人数 本数 人数 

キャンセル合計 
5 

(6) 

124 

(101) 

24 

(3) 

1,984 

(91) 

0 

(2) 

0 

(12) 

29 

(11) 

2,108 

(204) 

 協会実施ツアー 
4 

(3) 

104 

(51) 

7 

(2) 

173 

(68) 

0 

(0) 

0 

(0) 

11 

(5) 

277 

(119) 

 ランドオペレーター 
0 

(0) 

0 

(0) 

14 

(0) 

1,757 

(0) 

0 

(2) 

0 

(12) 

14 

(2) 

1,757 

(12) 

 モニターツアー 
1 

(3) 

20 

(50) 

3 

(1) 

54 

(23) 

0 

(0) 

0 

(0) 

4 

(4) 

74 

(73) 
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・教育旅行推進課による旅行会社向けオンライン教育旅行キャラバンにおいて、ホー

プツーリズム資料を使用しての案内説明・ＰＲ発信 

・令和２年度福島県オンライン旅行商談会 

 旅行会社へ資料説明を行うとともに個別対応を実施 

 令和３年３月１６日実施 

 旅行会社９社（１８名）参加 

 

（オ）フィールドパートナーの育成 

 県と連携しながら、まちづくり団体等からの推薦者を対象にホープツーリズムの

ツアーをアテンドできる人材の育成を行った。 

・フィールドパートナー育成・協働研修を実施（7/16-10/21） 

 研修回数合計９回 参加者数１９名 

 

（カ）ヒューマンの発掘 

 自らの体験や取組をテーマとして参加者との対話を行うヒューマンの発掘を行う

ため、県、（公財）福島相双復興推進機構と連携しながら、ヒューマン候補者７名

に対してヒアリングを実施した。 

 

イ ホープツーリズムモニター事業 

 モニターツアーとして教育旅行１件、企業等研修１件の合計２件（※）を実施した。 

 また、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、ツアーの中止を検討している団体

に対してはオンラインによるモニターツアーの実施を提案した。オンラインによるモニ

ターツアーでは、各団体の要望に応じ所定のメニューから実施するプログラムの回数や

内容を決定し、１団体当たり１～５回のプログラムを実施した。 

※関西エリア重点校モニターツアー１件、 

 企業研修プログラム(一般社団法人日本経済団体連合会)１件 

 

    ウ コンテンツのオンライン対応による販売 

     ツアーを構成するホープツーリズムの一部コンテンツについて、オンライン上で実施

できるように整備し販売した。 

 

 

（２）県産品振興事業 

① 福島県観光物産館運営事業 

常設の展示・販売を行うとともに、開館１７周年フェア、ふくしまの酒飲み比べ、市町

村関連のイベント、生産者の対面販売を中心とする各種企画催事を開催した。 

各コーナーにおいて、商品構成を充実拡大して販売商品の品揃えを豊富にするとともに、

新聞折込チラシによる話題商品の紹介、ふくしまラウンジにおける新メニューの提供、ふ

くしま県産品応援商品券利用などにより、観光物産館オープン以来最高の売上となった。 

なお、新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言が発令されたことに伴い、令和２年４

月１８日から５月１５日までの２８日間、臨時休館を余儀なくされた。 
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【展示状況】 出品者数   ８６２社  展示点数 約５，４００点 

【販売状況】 売上額（税抜）７５３，３１２千円（前年度比 １１５．２％） 

            販売点数   ９７２，５５６点 （前年度比 １１０．５％） 

            来館者数   ５９９，９１６人 （前年度比  ９７．０％） 

            購買者数   ３２５，１９３人 （前年度比 １１１．３％） 

     

 【大阪サテライトショップ】 

       売上額（税抜）１０，６８６千円 （前年度比１６４．１％） 

（酒：６，１４２千円、食品：４，２９９千円、工芸２４５千円） 

 

ア 自主企画イベント、県内各地域催事等の開催 

      ・１７周年フェア（7/17～7/26) 

      ・田村市うまいものフェア（7/17～7/19、11/6～11/8） 

    ・しもごううまいものフェア（10/18） 

      ・ニットフェア（12/4～12/6) 

      ・県北まるごと物産展（12/11～12/12） 

      ・県南販売拡大促進協議会即売会（12/16～12/17） 

      ・ふくしまものづくりマーケット（3/12～3/13） 

      （新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、５件の自主イベント等を中止） 

 

    イ 新商品・イベント企画等の情報発信 

      チラシの新聞折り込みを月２回、お歳暮ギフトチラシ１回実施したほか、フェイスブ

ック、ホームページ等で最新情報を発信し来館促進を図った。 

 

    ウ パブリシティを活用した効果的なＰＲ 

マスコミに、催事企画・新商品等の話題を提供し積極的に情報発信を行った。 

       

    エ 事業者・生産者への助言・情報のフィードバック 

講演会、研修会、セミナー等に出席し、新商品の開発や普及宣伝、販路開拓・拡大

に取り組む事業者等に対して指導・助言などを行うとともに、流通業者や消費者から

の情報をフィードバックすることにより、競争力の高い商品開発と効果的な販路開拓

を支援した。 

     〔主な講習会等〕 ・「相馬ブランド」認証審査会 

              ・「田村市ブランド」産品認証委員会 

              ・県南地方振興局地場産品発掘ブランド化研修講師 

              ・東京農大主催「農業経営セミナー」講師 

              ・「新しい東北」官民連携推進協議会 オブザーバー 

               ・小野町産業６次化発酵のまちづくり推進協議会委員 など 

 

オ 観光ＰＲ 

物産と観光の連携を深めるため、観光パンフレットの設置、観光ポスターの掲示のほ
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か、来館者の求めに応じ県内観光の案内を実施した。 

 

    カ 特定施設県産品選定委員会 

      特定施設（福島県観光物産館、日本橋ふくしま館）における取扱商品を選定するため

に「特定施設県産品選定委員会」を開催し、新たに２９５品目を選定した。 

 

② 日本橋ふくしま館運営事業 

首都圏における風評払拭・風化防止の最前線として、優れた県産品の展示・販売や生産

者による対面販売、ふくしま県産品応援商品券の利用や県内各観光協会等による各種催事

企画を通じて、県産品の安全・安心や県内の震災後の復興状況、観光情報、定住・二地域

居住情報等の総合的な情報発信を行い、県産品の販売促進・販路拡大、観光誘客を図った。 

なお、新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言の影響により、下記のとおり臨時休館

及び営業時間短縮を実施した。 

臨時休館：延べ５５日（4/4、4/5、4/9～5/31） 

平日の時間短縮（1/8～3/31、閉店時間を 20時から 19時に 1時間短縮） 

 

【展示状況】 出品者数  ６００社  展示点数 約２，５００点 

【販売状況】 売上額（税抜）３３７，３７６千円（前年度比  ８３．５％） 

             店舗     ２９７，１６９千円（前年度比  ９４．９％） 

                外販      ４０，２０７千円（前年度比  ４４．１％） 

            販売点数(店舗) ５３７，２５２点 （前年度比  ９５．１％） 

 来館者数(店舗) ２９５，６２１人 （前年度比  ７６．２％） 

 購買者数(店舗) １４３，２７８人 （前年度比  ６２．１％） 

 

ア 自主イベント・キャンペーン等の実施 

      ・旬の農産物や日本酒の販売等により、福島の「今」と魅力を発信。 

        さくらんぼフェア（6/19～6/21） 

          入賞酒飲み比べフェア（6/22～7/4） 

        桃フェア（7/31～8/3） 

        金山赤かぼちゃフェア（8/30～9/3） 

        フルーツフェア（9/12～9/16） 

        秋の収穫祭（10/9～10/11） 

        「福、笑い」販売促進キャンペーン（12/18～12/20、3/13～3/14） 

        いちご＆バレンタインフェア（2/11～14） 

          震災から 10 年「復興の軌跡」パネル展（3/3～3/14） 

       （新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、１件の自主イベントを中止） 

 

    イ 「新しい生活様式」に対応したイベント等の取組 

      ・民間飲食事業者と連携したリモートライブイベント「福島酒援ライブ」 

              第１回福島酒援ライブ（9/12 参加者 1,320名に日本酒等発送） 

        第２回福島酒援ライブ（2/27 参加者 2,376件に日本酒等発送） 
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・「みんなのきょうの料理」インスタライブ（3/13、栗原はるみ氏によるライブ配信

により福島の食材等をＰＲ。３月、月間で約 35,000回再生） 

・オンラインショップ実績（Yahoo ショッピング日本橋ふくしま館店 67件） 

       

ウ 外販活動 

  新型コロナウイルス感染症の影響により省庁マルシェ等、外販をほとんどできなかっ

たが、企業単位での予約注文の受注や近隣の飲食店を対象に日本酒や食材等の配達を行

い、県産品の販売促進に取り組んだ。 

  ・外販実績 17箇所、延べ 34日 （前年度対比 △137箇所、△延べ 194日） 

  ・近隣の飲食店を対象に日本酒や食材等を配達（納品件数 117件） 

  ・ふくしま応援企業ネットワーク向け特別セットの販売・配送（6～7月 143セット） 

  ・ふくしまの酒 web プレゼントキャンペーン当選景品配送（3/1 ～3/31 ） 

 

エ ミデッテファンクラブ会員の募集 

      ・会員数  ２，２１５人 （令和２年度加入者数 １５１人） 

      ・メールマガジンの配信  月１回（第４木曜日） 

 

オ 情報発信・広報活動 

   月１回「ＭＩＤＥＴＴＥだより」を発行し、催事やキャンペーン等の案内を行うとと

もに、フェイスブック、ホームページ等で最新情報を発信し来館促進を図った。  

         

カ 定住・二地域居住に関する情報発信や観光業務の充実 

本県への定住・二地域居住を推進するため、首都圏からの移住に関する情報の発信や

相談業務等を行うとともに、来館者に対し本県の観光案内を実施し誘客を図った。 

・定住・二地域居住相談    ８件 

・観光相談        １７３件 

       

③ 物産展事業 

   本県の優良産品のＰＲ及び販路拡大とともに、本県観光のＰＲを行い観光客の誘致促進

を図るため、東北各県や全国の観光物産協会等と連携のもと、全国主要都市において観光

物産展及び地下催事等を開催し、風評・風化対策に寄与するとともに、観光誘客を図った。 

   なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、２６件の物産展が中止・延期となった。

（県単独物産展を予定していた「福屋八丁堀本店（広島市）」も、百貨店マルシェ方式で

開催した。） 

      開催回数 ４１回     （うち２件は、ｗｅｂ物産展） 

      出展業者 延べ   ２４２社  

      売 上 額 １３１，７１５千円（前年対比 ４０．９％） 

 

④ 県産品流通促進事業 

ア 卸売（問屋機能）事業 

単独では販売力の弱い事業者の販路開拓を支援し、県産品の流通促進・拡大を図るた
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め、展示・商談会等で開拓した小売店等への積極的な営業活動を行うことにより、Ｂto

Ｂ型（企業間取引）の卸売事業を行った。 

・商品登録 

        登録事業者   ２８３社（２年度登録   ９２社） 

        登録商品  ２，２９１点（２年度登録１，２７６点） 

・営業訪問   ４５社 

      ・商談会出展 

  「ふくしまプライド。食材博」 

開催場所 日本橋ロイヤルパークホテル 

             開催期間 令和２年１０月２７日 

        「ＪＦフードサービスバイヤーズ商談会」 

開催場所 五反田ＴＯＣビル 

             開催期間 令和２年１１月１７日 

        「スーパーマーケットトレードショー２０２１」 

          開催場所 幕張メッセ 

          開催期間 令和３年２月１７日～２月１９日 

      ・卸売実績 

         取引客先          ７３件 （元年度     ４７件） 

         卸 売 額（税込） ５１，１５８千円 （元年度１８，６９１千円） 

 

    イ ふくしま県産品応援商品券事業 

      新型コロナウイルス感染症により低迷する県産品の消費を回復・拡大させることを目

的としたプレミアム付き共通商品券を発行し、県産品の消費拡大を図った。 

      ・発行総額 ： ３７１，０００千円 

      ・発行部数 ： ５３，０００部 

      ・販売価格 ： １部５，０００円 

      ・額面価格 ： １部７，０００円 （プレミアム分 １部２，０００円） 

・利用施設 ： 福島県観光物産館、日本橋ふくしま館、福島県観光物産館大阪支所

サテライトショップ及び福島県内連携店（６施設）・首都圏等の飲

食店（２９施設）。 

・商品券利用実績：３６７，７９５千円（発行額面に対する利用率 ９９．１％） 

 

ウ 越境ＥＣオンラインショップ運営事業 

      県が、インターネット通信サイトを活用して構築した海外向けオンラインショップ

「FukushimaPrime（ふくしまプライム）」の年間を通した商品の追加入れ替え、代金決

済などの運営を行い、県産品の海外への情報発信、販路開拓を図った。 

      ※「FukushimaPrime（ふくしまプライム）」では、「eBay (イーベイ)」のショップを

展開している。 
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・「eBay」 

         取扱商品  加工食品、工芸品等 

            出 展 者  １３事業者  ２１商品 

         販売点数  ４９点 

 

エ 県産品カタログ活用事業 

  贈答用に特化した県産品カタログを作成して本県を支援しようとする企業等に配布

し、県産品の通信販売を行った。 

  また、双葉町において、町民の生活再建等を支援することを目的に実施する事業と連

携し、全世帯に本カタログを配布し県産品の通信販売を行った。 

       ・福島県観光物産館   ３，５４１件  １７，１６３千円 

       ・日本橋ふくしま館     ７２３件   ４，６３３千円 

〔県産品カタログを利用した通信販売〕 

・双 葉 町      １，８６１件   ９，２６０千円 

 ・電気事業連合会          ６４９件   ４，９６５千円（桃の販売） 

                       ５４３件   ４，６４３千円（カタログ販売） 

 

（３）施設管理運営事業 

   ① くろがね小屋運営事業 

 新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言により４月１８日から５月１５日までの２

８日間休業した。再開後は宿泊定員の減員（５０人→２５人）等の人数制限や、利用者の

検温、施設内の消毒等を実施し、感染防止に努めながら管理運営を適切に行った。 

県による建替えの計画が令和５年度まで延期されたことから、県と情報を共有し、利用

者等への周知を行った。 

自主事業として、前年度から引き続き現在のくろがね小屋の様子を映像で残す記録事業

を実施し、冬季の撮影を行った。 

 ・宿泊者数   ２，３９３人 (前年度比４５．７％) 

・売上額   １６，６４１千円(前年度比４９．９％) 

 

   ② 天鏡閣・迎賓館運営事業 

    ア 天鏡閣 

 国指定重要文化財天鏡閣の施設、設備及び備品の管理運営を適切に実施した。 

 新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言により４月１８日から５月１５日までの

２８日間休業した。 

誘客についてはオンライン旅行商談会や教育旅行オンラインツアーセミナーへ参加

したほか、感染防止対策をとりながらイベントを開催した。 

見学者へ SNS 投稿で割引クーポンを配布し誘客促進を図った。 

・入館料収入  ３，２７３千円(前年度比４４.７％) 

・入館者数  １０，９０４人 (前年度比４５.３％) 
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【主なイベント】 

・天鏡閣と迎賓館の春まつり 

   新型コロナウイルス感染拡大防止のための緊急事態宣言による休館のため中止。 

   ・福島県民の日無料開放 

        令和２年８月２１日 入館者２４０名 

 

      ・天鏡閣ライトアップハロウィンナイト 

        令和２年１０月３０日・３１日 入園者１９名 入館者１１８名 

      ・文化の日記念イベント 

        令和２年１１月３日 参加者１６名 天鏡閣入館者１２７名 

 

    イ 迎賓館 

      国指定重要文化財福島県迎賓館の施設、設備及び備品の管理運営を適切に実施した。

通常非公開である建物内部を期間限定で特別公開し、貴重な文化財の魅力に触れる機

会を提供した。 

 ・迎賓館特別公開 ７月１１日～１１月８日（１００日間） 

入館者３６３名（前年度比４５.７％） 

 

２ 天鏡閣軽食販売事業【収益事業】 

天鏡閣の館内ティールームで地元産ハーブティーと、オリジナルスイーツをセットで提供

した。屋内及び屋外売店では、県内産食材を使用したメンチカツなどオリジナル商品を販売

し、利用者へのサービス向上に努めた。 

     ・売上額   １，９８２千円 (前年度比５０.３％) 

 

 ３ 自主財源の確保と人材育成 

（１）自主財源の確保 

   新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、民間事業者の会費を免除し、新規会員の募

集を見合わせた。 

   雇用調整助成金・持続化給付金等の制度を利用し、財源の確保に努めた。 

 

  （２）人材育成 

     新型コロナウイルス感染症の影響により集合研修が減少したが、参加可能な研修等に積

極的に参加し、業務知識の習得やスキルアップに努めた。 

     【主な研修】 

      ・接客マナー研修 

      ・酒類販売管理研修 

      ・公益法人協会主催研修 
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Ⅳ 評議員会・理事会関係 

 

１ 評議員会 

（１）令和２年度第１回評議員会（決議の省略の方法） 令和２年４月１日 

   議案第１号  評議員補欠選任の件 

   議案第２号  理事補欠選任の件 

（２）令和２年度第２回評議員会 令和２年６月２９日 

議案第１号  令和元年度決算について 

議案第２号  評議員の補欠選任について 

報告事項（１）令和元年度事業報告について 

報告事項（２）令和２年度事業計画・収支予算について 

報告事項（３）新型コロナウイルスの影響と対応について 

報告事項（４）令和２年度会員の会費について 

報告事項（５）収益事業の累積赤字への対応等について 

 

２ 理事会 

（１）令和２年度第１回理事会（決議の省略の方法） 令和２年４月１日 

議案第１号  常務理事選定の件 

    議案第２号  事務局長選任の件 

（２）令和２年度第２回理事会 令和２年６月１０日 

議案第１号  令和元年度事業報告について 

    議案第２号  令和元年度決算について 

    議案第３号  令和２年度第２回評議員会の招集について 

報告事項（１）業務執行理事の職務執行状況報告について 

報告事項（２）新型コロナウイルスの影響と対応について 

報告事項（３）令和２年度会員の会費について 

報告事項（４）収益事業の累積赤字への対応等について 

（３）令和２年度第３回理事会 令和２年１１月１７日 

    議案第１号  令和２年度事業計画の変更について 

    議案第２号  令和２年度収支予算の変更について 

    報告事項（１）令和２年度上半期事業実績及び今後の取組について 

    報告事項（２）業務執行理事の職務執行状況報告について 

 （４）令和２年度第４回理事会 令和３年３月２４日 

    議案第１号   令和２年度収支予算の補正について 

議案第２号   令和３年度事業計画について 

議案第３号   令和３年度収支予算について 

議案第４号  特定費用準備資金について 

議案第５号  資産取得資金について 

議案第６号  令和３年度資金調達及び設備投資の見込みについて 

議案第７号  中期事業・運営計画について 
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議案第８号   令和３年度役員報酬について 

議案第９号   令和３年度第１回評議員会の招集について 

報 告 事 項  業務執行理事の職務執行状況報告について 

 

Ⅴ 役員等の異動 

１ 評議員の異動 

   令和２年４月 １日 選任 國分 守 

   令和２年６月２２日 辞任 古津 敬浩 

   令和２年６月３０日 辞任 高橋 隆助 

令和２年７月 １日 選任 大川 潤一郎、満田 盛護 

       

２ 理事の異動 

   令和２年４月 １日 選任 中村 伸裕 

   令和３年３月３１日 辞任 吾妻 嘉博 

 

附属明細書 

  「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第３項に規定する「事業報

告の内容を補足する重要な事項」がないため、附属明細書は作成しない。 
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科　　目 当　期 前　期 増　減

Ⅰ　　資産の部
  １．流動資産
          現金 8,877,484 10,037,741 △ 1,160,257
          普通預金 375,355,145 156,160,250 219,194,895
          売掛金 25,710,538 2,815,400 22,895,138
          信販未収金 17,605,595 13,306,578 4,299,017
          未収金 77,510,490 50,268,303 27,242,187
          商品 21,921,125 16,322,914 5,598,211
          食事材料 619,647 482,299 137,348
          貯蔵品 564,232 204,536 359,696
          前払費用 5,999,376 6,091,952 △ 92,576
          貸倒引当金 △ 1,208,261 △ 663,898 △ 544,363
        流動資産合計 532,955,371 255,026,075 277,929,296
  ２．固定資産
    (１)基本財産
          投資有価証券 905,335,951 905,656,133 △ 320,182
　　　　　定期預金 10,000,000 10,000,000 0
        基本財産合計 915,335,951 915,656,133 △ 320,182
    (２)特定資産
          退職給付引当資産 22,886,194 22,886,194 0
          運営強化積立預金 6,054,000 6,054,000 0
          日本橋ふくしま館財政調整積立資金 84,000,000 94,000,000 △ 10,000,000
　　　　　公益目的事業財政安定化積立資金 6,500,000 0 6,500,000
　　　　　施設管理運営事業財政安定化積立資金 4,000,000 0 4,000,000
         物産館・日本橋販売管理システム入替資金 10,000,000 0 10,000,000
        特定資産合計 133,440,194 122,940,194 10,500,000
    (３)その他固定資産
          車両運搬具 339,993 510,498 △ 170,505
          什器備品 2,807,851 4,130,467 △ 1,322,616
          ソフトウェア 539,234 882,034 △ 342,800
          電話加入権 298,552 298,552 0
          敷金 2,257,240 2,257,240 0
　　　　　保証金 2,510,000 2,200,000 310,000
　　　　　出資金 50,000 50,000 0
　　　　　預託金 13,710 13,710 0
        その他固定資産合計 8,816,580 10,342,501 △ 1,525,921
        固定資産合計 1,057,592,725 1,048,938,828 8,653,897
        資産合計 1,590,548,096 1,303,964,903 286,583,193
Ⅱ　　負債の部
  １．流動負債
          買掛金 90,543,479 58,865,192 31,678,287
          未払金 1,128,610 0 1,128,610
          未払費用 212,563,798 108,926,475 103,637,323
          未払消費税等 33,537,531 13,095,400 20,442,131
　　　　　前受金 18,563,740 110,119 18,453,621
          預り金 4,715,205 4,660,579 54,626
　　　　　仮受金 19,224,835 20,777,257 △ 1,552,422
          未払法人税等 242,000 242,000 0
        流動負債合計 380,519,198 206,677,022 173,842,176
  ２．固定負債
          退職給付引当金 20,819,222 20,819,222 0
        固定負債合計 20,819,222 20,819,222 0
        負債合計 401,338,420 227,496,244 173,842,176

貸　借　対　照　表　（総　合）
令和 3年 3月31日現在

(単位：円)
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科　　目 当　期 前　期 増　減

(単位：円)

Ⅲ　　正味財産の部
  １．指定正味財産
          地方公共団体補助金 2,066,972 2,066,972 0
          寄付金 917,600,000 917,600,000 0
　　　　　基本財産運用益差額 △ 2,264,049 △ 1,943,867 △ 320,182
        指定正味財産合計 917,402,923 917,723,105 △ 320,182
        （うち基本財産への充当額） (915,335,951) (915,656,133) (△320,182)
        （うち特定資産への充当額） (2,066,972) (2,066,972) (0)
  ２．一般正味財産 271,806,753 158,745,554 113,061,199
        （うち基本財産への充当額） (0) (0) (0)
        （うち特定資産への充当額） (110,554,000) (100,054,000) (10,500,000)
        正味財産合計 1,189,209,676 1,076,468,659 112,741,017
        負債及び正味財産合計 1,590,548,096 1,303,964,903 286,583,193
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収益事業会計

観光物産館 日本橋ふくしま館 物産展 県産品流通促進 くろがね小屋 天鏡閣 迎賓館

Ⅰ　　資産の部
  １．流動資産
          現金 0 4,473,021 2,696,053 0 0 1,484,850 177,758 0 8,831,682 45,802 0 0 8,877,484
          普通預金 136,375,224 102,008,748 54,879,006 21,225,685 45,012,330 3,287,351 751,161 0 363,539,505 1,078,685 10,736,955 0 375,355,145
          売掛金 0 10,647,430 14,992,128 0 0 68,500 2,480 0 25,710,538 0 0 0 25,710,538
          信販未収金 0 10,852,520 6,747,498 0 0 0 0 0 17,600,018 5,577 0 0 17,605,595
          未収金 60,796,999 162,165 2,937 1,707,345 1,083,188 11,781,856 1,976,000 0 77,510,490 0 0 0 77,510,490
          商品 0 11,009,983 9,134,076 0 0 1,115,141 0 0 21,259,200 661,925 0 0 21,921,125
          食事材料 0 0 0 0 0 619,647 0 0 619,647 0 0 0 619,647
          貯蔵品 0 0 0 0 0 455,722 99,655 0 555,377 8,855 0 0 564,232
          前払費用 119,820 0 5,394,670 232,236 9,000 62,250 0 0 5,817,976 0 181,400 0 5,999,376
          貸倒引当金 △ 607,969 △ 216,621 △ 217,425 △ 17,073 △ 10,831 △ 118,503 △ 19,784 0 △ 1,208,206 △ 55 0 0 △ 1,208,261
　　　　　他会計貸付金 0 0 10,784,701 48,145,110 0 0 0 1,769,929 60,699,740 0 40,701,382 △ 101,401,122 0
        流動資産合計 196,684,074 138,937,246 104,413,644 71,293,303 46,093,687 18,756,814 2,987,270 1,769,929 580,935,967 1,800,789 51,619,737 △ 101,401,122 532,955,371
  ２．固定資産
    (１)基本財産
          投資有価証券 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 905,335,951 0 905,335,951
　　　　　定期預金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,000,000 0 10,000,000
        基本財産合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 915,335,951 0 915,335,951
    (２)特定資産
          退職給付引当資産 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22,886,194 0 22,886,194
          運営強化積立預金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6,054,000 0 6,054,000
          日本橋ふくしま館財政調整積立資金 0 0 84,000,000 0 0 0 0 0 84,000,000 0 0 0 84,000,000
　　　　　公益目的事業財政安定化積立資金 6,500,000 0 0 0 0 0 0 0 6,500,000 0 0 0 6,500,000
　　　　　施設管理運営事業財政安定化積立資金 0 0 0 0 0 4,000,000 0 0 4,000,000 0 0 0 4,000,000
          物産館・日本橋販売管理システム入替資金 0 10,000,000 0 0 0 0 0 0 10,000,000 0 0 0 10,000,000
        特定資産合計 6,500,000 10,000,000 84,000,000 0 0 4,000,000 0 0 104,500,000 0 28,940,194 0 133,440,194
    (３)その他固定資産
          車両運搬具 0 333,415 0 0 0 1 6,577 0 339,993 0 0 0 339,993
          什器備品 2 2,578,621 0 0 152,794 24,457 0 0 2,755,874 0 51,977 0 2,807,851
          ソフトウェア 0 539,234 0 0 0 0 0 0 539,234 0 0 0 539,234
          電話加入権 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 298,552 0 298,552
          敷金 17,240 0 2,240,000 0 0 0 0 0 2,257,240 0 0 0 2,257,240
　　　　　保証金 2,510,000 0 0 0 0 0 0 0 2,510,000 0 0 0 2,510,000
　　　　　出資金 50,000 0 0 0 0 0 0 0 50,000 0 0 0 50,000
　　　　　預託金 0 10,360 0 0 0 3,350 0 0 13,710 0 0 0 13,710
        その他固定資産合計 2,577,242 3,461,630 2,240,000 0 152,794 27,808 6,577 0 8,466,051 0 350,529 0 8,816,580
        固定資産合計 9,077,242 13,461,630 86,240,000 0 152,794 4,027,808 6,577 0 112,966,051 0 944,626,674 0 1,057,592,725
        資産合計 205,761,316 152,398,876 190,653,644 71,293,303 46,246,481 22,784,622 2,993,847 1,769,929 693,902,018 1,800,789 996,246,411 △ 101,401,122 1,590,548,096
Ⅱ　　負債の部
  １．流動負債
          買掛金 0 58,031,060 32,351,674 0 0 0 0 0 90,382,734 160,745 0 0 90,543,479
          未払金 0 0 0 0 0 1,128,610 0 0 1,128,610 0 0 0 1,128,610
          未払費用 146,538,377 14,105,486 10,077,270 377,709 37,366,811 1,038,868 504,801 1,726,528 211,735,850 1,991 825,957 0 212,563,798
          未払消費税等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33,537,531 0 33,537,531
　　　　　前受金 2,298,760 0 6,480 0 16,258,500 0 0 0 18,563,740 0 0 0 18,563,740
　　　　　預り金 1,157,045 774,531 878,729 109,893 559,773 370,498 145,551 43,401 4,039,421 0 675,784 0 4,715,205
          仮受金 0 977,039 286,386 17,961,410 0 0 0 0 19,224,835 0 0 0 19,224,835
          未払法人税等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 242,000 0 242,000
　　　　　他会計借入金 6,629,609 15,971,061 0 0 20,761,896 22,856,675 2,853,607 0 69,072,848 32,328,274 0 △ 101,401,122 0
        流動負債合計 156,623,791 89,859,177 43,600,539 18,449,012 74,946,980 25,394,651 3,503,959 1,769,929 414,148,038 32,491,010 35,281,272 △ 101,401,122 380,519,198
  ２．固定負債
          退職給付引当金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20,819,222 0 20,819,222
        固定負債合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20,819,222 0 20,819,222
        負債合計 156,623,791 89,859,177 43,600,539 18,449,012 74,946,980 25,394,651 3,503,959 1,769,929 414,148,038 32,491,010 56,100,494 △ 101,401,122 401,338,420
Ⅲ　　正味財産の部
  １．指定正味財産
          地方公共団体補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,066,972 0 2,066,972
          寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 917,600,000 0 917,600,000
　　　　　基本財産運用益差額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 △ 2,264,049 0 △ 2,264,049
        指定正味財産合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 917,402,923 0 917,402,923
        （うち基本財産への充当額） (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (915,335,951) (0) (915,335,951)
        （うち特定資産への充当額） (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (2,066,972) (0) (2,066,972)
  ２．一般正味財産 49,137,525 62,539,699 147,053,105 52,844,291 △ 28,700,499 △ 2,610,029 △ 510,112 0 279,753,980 △ 30,690,221 22,742,994 0 271,806,753
        （うち基本財産への充当額） (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
        （うち特定資産への充当額） (6,500,000) (10,000,000) (84,000,000) (0) (0) (4,000,000) (0) (0) (104,500,000) (0) (6,054,000) (0) (110,554,000)
        正味財産合計 49,137,525 62,539,699 147,053,105 52,844,291 △ 28,700,499 △ 2,610,029 △ 510,112 0 279,753,980 △ 30,690,221 940,145,917 0 1,189,209,676
        負債及び正味財産合計 205,761,316 152,398,876 190,653,644 71,293,303 46,246,481 22,784,622 2,993,847 1,769,929 693,902,018 1,800,789 996,246,411 △ 101,401,122 1,590,548,096

小計 天鏡閣売店

貸借対照表内訳表
令和 3年 3月31日現在

(単位：円)

科目

公益目的事業会計

法人会計 内部取引等消去 合計
観光振興事業会計

県産品振興事業会計 施設管理運営事業会計
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科目 当　期 前　期 増　減

Ⅰ　　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
    (１)経常収益
      基本財産運用益
          基本財産受取利息 11,022,602 11,151,600 △ 128,998
        基本財産運用益計 11,022,602 11,151,600 △ 128,998
      特定資産運用益
          特定資産受取利息 7,860 17,556 △ 9,696
        特定資産運用益計 7,860 17,556 △ 9,696
      受取会費
          正会員受取会費 4,093,000 10,779,000 △ 6,686,000
          賛助会員会費 0 177,000 △ 177,000
        受取会費計 4,093,000 10,956,000 △ 6,863,000
      事業収益
          受取受託料収入 1,812,083,505 685,884,376 1,126,199,129
          受取物産品売上高 1,106,247,387 1,072,471,318 33,776,069
          受取手数料収入 16,210,923 17,627,544 △ 1,416,621
          負担金収入 6,946,588 2,073,586 4,873,002
          使用料収入 12,754,338 27,484,789 △ 14,730,451
          食事料収入 4,080,000 8,691,440 △ 4,611,440
　　　　　旅行売上高 10,055,420 24,940,914 △ 14,885,494
          受取雑収入 2,931,423 2,222,200 709,223
          値引・戻り高 15,052,554 8,896,756 6,155,798
        事業収益計 2,956,257,030 1,832,499,411 1,123,757,619
      受取補助金等
          受取補助金 88,694,000 80,957,974 7,736,026
        受取補助金等計 88,694,000 80,957,974 7,736,026
      受取寄付金
　　　　　受取寄付金 0 10,000 △ 10,000
        受取寄付金計 0 10,000 △ 10,000
      雑収益
          受取利息 1,087 1,182 △ 95
          その他雑収益 24,177,670 644,111 23,533,559
        雑収益計 24,178,757 645,293 23,533,464
        経常収益計 3,084,253,249 1,936,237,834 1,148,015,415
    (２)経常費用
      事業費
          期首たな卸高 16,805,213 20,099,824 △ 3,294,611
          物産品仕入高 848,142,106 830,672,802 17,469,304
          物産品廃棄損等 6,185,768 6,957,765 △ 771,997
          食事材料仕入高 1,581,491 3,110,035 △ 1,528,544
　　　　　旅行仕入高 11,914,709 36,377,268 △ 24,462,559
          期末たな卸高 22,540,772 16,805,213 5,735,559
          給料手当 236,536,082 244,754,547 △ 8,218,465
          諸謝金 2,725,317 7,269,468 △ 4,544,151
          賃金 73,717,729 77,563,663 △ 3,845,934
          退職給付費用 1,128,610 0 1,128,610
          福利厚生費 51,890,999 52,589,942 △ 698,943
          退職金共済掛金 3,013,617 3,042,751 △ 29,134
          旅費交通費 5,458,127 17,176,492 △ 11,718,365

正味財産増減計算書（総合）
令和2年 4月 1日 から 令和3年 3月31日 まで

(単位：円)
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科目 当　期 前　期 増　減

(単位：円)

          通信運搬費 5,924,487 5,158,921 765,566
          減価償却費 2,026,570 2,962,125 △ 935,555
          消耗品費 22,120,748 17,365,804 4,754,944
          修繕費 2,526,349 4,737,023 △ 2,210,674
          印刷製本費 17,831,379 21,029,276 △ 3,197,897
          燃料費 1,843,068 2,189,095 △ 346,027
          光熱水料費 15,270,645 17,856,965 △ 2,586,320
          賃借料 81,897,332 85,430,472 △ 3,533,140
          支払手数料 24,004,946 14,014,050 9,990,896
          広告宣伝費 39,210,961 30,900,300 8,310,661
          租税公課 1,573,527 927,167 646,360
          支払負担金 18,323,142 10,563,304 7,759,838
          支払助成金 1,271,603,883 341,792,767 929,811,116
          支払寄付金 0 30,000 △ 30,000
          委託費 190,912,643 68,311,129 122,601,514
          保険料 1,389,688 2,038,408 △ 648,720
          受託設備費 1,985,340 259,000 1,726,340
          包装資材費 10,571,386 10,188,250 383,136
          交際費 74,334 575,512 △ 501,178
          会議費 116,863 284,012 △ 167,149
          食糧費 84,189 210,162 △ 125,973
          運賃 8,719,700 4,135,073 4,584,627
          従業員食事材料費 157,500 139,707 17,793
          研修費 641,598 1,592,807 △ 951,209
          雑損失 41,120 48,252 △ 7,132
          貸倒引当金繰入 1,208,261 663,898 544,363
          雑費 450,758 542,023 △ 91,265
        事業費計 2,957,069,413 1,926,754,846 1,030,314,567
      管理費
          役員報酬 12,121,925 12,164,925 △ 43,000
          給料手当 3,237,926 3,363,421 △ 125,495
          福利厚生費 1,092,429 1,039,901 52,528
          退職金共済掛金 148,383 148,589 △ 206
          交際費 0 11,667 △ 11,667
          旅費交通費 84,006 357,725 △ 273,719
          通信運搬費 111,297 106,630 4,667
          減価償却費 2,349 2,661 △ 312
          消耗品費 51,707 101,385 △ 49,678
          修繕費 6,554 0 6,554
          印刷製本費 10,551 25,213 △ 14,662
          燃料費 5,344 32,198 △ 26,854
          光熱水料費 24,978 29,849 △ 4,871
          賃借料 75,719 138,073 △ 62,354
          広告宣伝費 9,558 18,584 △ 9,026
          租税公課 97,970 343,216 △ 245,246
          支払負担金 5,462 6,793 △ 1,331
          支払寄付金 20,000 20,000 0
          支払手数料 27,183 12,316 14,867
          運賃 4,900 6,370 △ 1,470
　　　　　研修費 33,200 260,737 △ 227,537
          委託費 13,092 3,395 9,697
        管理費計 17,184,533 18,193,648 △ 1,009,115
        経常費用計 2,974,253,946 1,944,948,494 1,029,305,452
          評価損益等調整前当期経常増減額 109,999,303 △ 8,710,660 118,709,963
          評価損益等計 0 0 0
          当期経常増減額 109,999,303 △ 8,710,660 118,709,963
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科目 当　期 前　期 増　減

(単位：円)

  ２．経常外増減の部
    (１)経常外収益
　　　その他の経常外収益
　　　　　貸倒引当金戻入 663,898 1,196,327 △ 532,429
　　　　　過年度損益修正益 0 530,000 △ 530,000
　　　　　過年度雑収益 2,640,000 0 2,640,000
        その他の経常外収益計 3,303,898 1,726,327 1,577,571
        経常外収益計 3,303,898 1,726,327 1,577,571
    (２)経常外費用
　　　固定資産除却損
　　　　　固定資産除却損 2 0 2
　　　　固定資産除却損計 2 0 2
      その他の経常外費用
      　　退職給付引当金繰入額 0 11,835,000 △ 11,835,000
        その他の経常外費用計 0 11,835,000 △ 11,835,000
        経常外費用計 2 11,835,000 △ 11,834,998
          当期経常外増減額 3,303,896 △ 10,108,673 13,412,569
　　　　　他会計振替前当期一般正味財産増減額 113,303,199 △ 18,819,333 132,122,532
　　　　　他会計振替額 0 0 0
          税引前当期一般正味財産増減額 113,303,199 △ 18,819,333 132,122,532
          法人税、住民税及び事業税 242,000 242,000 0
          当期一般正味財産増減額 113,061,199 △ 19,061,333 132,122,532
          一般正味財産期首残高 158,745,554 177,806,887 △ 19,061,333
          一般正味財産期末残高 271,806,753 158,745,554 113,061,199
Ⅱ　　指定正味財産増減の部
      基本財産運用益
          基本財産受取利息 10,702,420 10,829,508 △ 127,088
        基本財産運用益計 10,702,420 10,829,508 △ 127,088
      特定資産運用益
          特定資産受取利息 207 206 1
        特定資産運用益計 207 206 1
      一般正味財産への振替額 11,022,809 11,151,806 △ 128,997
          当期指定正味財産増減額 △ 320,182 △ 322,092 1,910
          指定正味財産期首残高 917,723,105 918,045,197 △ 322,092
          指定正味財産期末残高 917,402,923 917,723,105 △ 320,182
Ⅲ　　正味財産期末残高 1,189,209,676 1,076,468,659 112,741,017
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収益事業会計

観光物産館 日本橋ふくしま館 物産展 県産品流通促進 くろがね小屋 天鏡閣 迎賓館

Ⅰ　　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
    (１)経常収益
      基本財産運用益
          基本財産受取利息 2,755,651 0 0 0 2,755,651 0 0 0 5,511,302 0 5,511,300 11,022,602
        基本財産運用益計 2,755,651 0 0 0 2,755,651 0 0 0 5,511,302 0 5,511,300 11,022,602
      特定資産運用益
          特定資産受取利息 0 0 7,229 0 0 0 0 0 7,229 0 631 7,860
        特定資産運用益計 0 0 7,229 0 0 0 0 0 7,229 0 631 7,860
      受取会費
          正会員受取会費 0 0 0 2,046,500 0 0 0 0 2,046,500 0 2,046,500 4,093,000
        受取会費計 0 0 0 2,046,500 0 0 0 0 2,046,500 0 2,046,500 4,093,000
      事業収益
          受取受託料収入 1,473,334,272 24,081,509 102,635,772 0 181,869,219 10,611,818 13,474,545 6,076,370 1,812,083,505 0 0 1,812,083,505
          受取物産品売上高 0 763,998,099 337,376,266 0 0 3,075,367 0 0 1,104,449,732 1,797,655 0 1,106,247,387
          受取手数料収入 546,864 2,899,150 1,739,600 6,139,489 4,885,820 0 0 0 16,210,923 0 0 16,210,923
          負担金収入 6,354,284 0 0 592,304 0 0 0 0 6,946,588 0 0 6,946,588
          使用料収入 0 0 0 0 0 9,480,773 3,273,565 0 12,754,338 0 0 12,754,338
          食事料収入 0 0 0 0 0 4,080,000 0 0 4,080,000 0 0 4,080,000
　　　　　旅行売上高 10,055,420 0 0 0 0 0 0 0 10,055,420 0 0 10,055,420
          受取雑収入 8,800 2,286,002 362,160 0 85,502 4,550 0 0 2,747,014 184,409 0 2,931,423
          値引・戻り高 0 12,506,553 2,546,001 0 0 0 0 0 15,052,554 0 0 15,052,554
        事業収益計 1,490,299,640 780,758,207 439,567,797 6,731,793 186,840,541 27,252,508 16,748,110 6,076,370 2,954,274,966 1,982,064 0 2,956,257,030
      受取補助金等
          受取補助金 58,866,948 91,960 65,180 22,796 11,602,991 30,551 23,422 3,403,436 74,107,284 0 14,586,716 88,694,000
        受取補助金等計 58,866,948 91,960 65,180 22,796 11,602,991 30,551 23,422 3,403,436 74,107,284 0 14,586,716 88,694,000
　　　雑収益
　　　　　受取利息 26 416 586 21 0 19 6 0 1,074 5 8 1,087
          その他雑収益 102,647 5,004,994 8,702,813 336,407 73,490 1,018,544 578,378 160,397 15,977,670 0 8,200,000 24,177,670
        雑収益計 102,673 5,005,410 8,703,399 336,428 73,490 1,018,563 578,384 160,397 15,978,744 5 8,200,008 24,178,757
        経常収益計 1,552,024,912 785,855,577 448,343,605 9,137,517 201,272,673 28,301,622 17,349,916 9,640,203 3,051,926,025 1,982,069 30,345,155 3,084,253,249
    (２)経常費用
      事業費
          期首たな卸高 0 7,653,162 6,539,496 0 0 1,984,611 0 0 16,177,269 627,944 0 16,805,213
          物産品仕入高 0 594,781,446 250,867,399 0 0 1,172,901 0 0 846,821,746 1,320,360 0 848,142,106
          物産品廃棄損等 0 2,798,787 3,333,665 0 0 10,136 0 0 6,142,588 43,180 0 6,185,768
          食事材料仕入高 0 0 0 0 0 1,581,491 0 0 1,581,491 0 0 1,581,491
　　　　　旅行仕入高 11,914,709 0 0 0 0 0 0 0 11,914,709 0 0 11,914,709
          期末たな卸高 0 11,009,983 9,134,076 0 0 1,734,788 0 0 21,878,847 661,925 0 22,540,772
          給料手当 84,814,846 39,960,174 45,991,328 7,564,387 28,312,161 17,464,749 9,516,780 2,911,657 236,536,082 0 0 236,536,082
          諸謝金 2,460,817 0 0 32,000 0 0 30,000 202,500 2,725,317 0 0 2,725,317
          賃金 0 34,876,031 33,620,079 2,847,806 0 993,257 1,033,380 0 73,370,553 347,176 0 73,717,729
　　　　　退職給付費用 0 0 0 0 0 1,128,610 0 0 1,128,610 0 0 1,128,610
          福利厚生費 13,918,156 12,196,308 14,015,583 1,827,133 4,846,342 2,828,544 1,761,025 449,676 51,842,767 48,232 0 51,890,999
          退職金共済掛金 638,149 791,541 86,400 188,661 729,193 367,471 212,202 0 3,013,617 0 0 3,013,617
          旅費交通費 2,383,177 220,371 782,905 929,047 1,010,090 54,339 78,198 0 5,458,127 0 0 5,458,127
          通信運搬費 1,339,415 1,303,758 735,052 193,691 1,432,747 637,195 250,533 32,096 5,924,487 0 0 5,924,487
          減価償却費 2,001 1,964,963 1,029 360 41,803 12,746 3,668 0 2,026,570 0 0 2,026,570
          消耗品費 10,407,597 5,969,934 3,221,486 49,126 1,085,640 750,063 519,857 39,205 22,042,908 77,840 0 22,120,748
          修繕費 147,465 656,943 569,552 1,004 1,557 662,146 349,382 138,300 2,526,349 0 0 2,526,349
          印刷製本費 14,056,739 1,107,839 715,832 7,072 1,381,871 68,645 364,781 128,600 17,831,379 0 0 17,831,379
          燃料費 443,110 184,503 1,063 7,990 28,041 923,694 238,552 0 1,826,953 16,115 0 1,843,068
          光熱水料費 421,690 6,197,151 6,597,715 4,755 17,644 5,129 1,379,519 647,042 15,270,645 0 0 15,270,645
          賃借料 9,804,727 10,481,888 60,484,169 20,142 567,012 75,050 464,344 0 81,897,332 0 0 81,897,332
          支払手数料 9,472,473 5,007,749 3,638,977 35,200 5,486,539 139,901 92,006 11,000 23,883,845 121,101 0 24,004,946
          広告宣伝費 18,716,075 16,882,116 1,533,537 217,418 1,671,153 12,181 178,481 0 39,210,961 0 0 39,210,961
          租税公課 1,096,542 120,576 73,200 1,180 215,229 36,400 19,400 11,000 1,573,527 0 0 1,573,527
          支払負担金 16,433,916 25,876 80,439 549,513 692,420 456,118 78,860 0 18,317,142 6,000 0 18,323,142
          支払助成金 1,165,015,000 0 588,883 0 106,000,000 0 0 0 1,271,603,883 0 0 1,271,603,883
          委託費 122,885,886 3,705,680 12,982,727 28,531 43,713,062 1,027,291 1,500,339 5,069,127 190,912,643 0 0 190,912,643
          保険料 775,858 246,450 131,640 7,660 0 98,090 124,990 0 1,384,688 5,000 0 1,389,688
          受託設備費 0 0 1,785,340 0 200,000 0 0 0 1,985,340 0 0 1,985,340
          包装資材費 0 8,111,445 2,453,322 0 0 0 0 0 10,564,767 6,619 0 10,571,386
          交際費 8,850 15,751 13,137 1,250 21,061 13,040 1,245 0 74,334 0 0 74,334
          会議費 97,708 3,701 0 13,727 1,727 0 0 0 116,863 0 0 116,863
          食糧費 70,509 0 0 13,680 0 0 0 0 84,189 0 0 84,189
          運賃 2,208,448 540,588 4,834,981 122,578 989,562 5,305 9,178 0 8,710,640 9,060 0 8,719,700
          従業員食事材料費 0 0 0 0 0 157,500 0 0 157,500 0 0 157,500
          研修費 79,457 437,173 31,000 0 93,036 0 932 0 641,598 0 0 641,598
          雑損失 0 40,459 660 0 1 0 0 0 41,120 0 0 41,120
　　　　　貸倒引当金繰入 607,969 216,621 217,425 17,073 10,831 118,503 19,784 0 1,208,206 55 0 1,208,261
          雑費 144,032 73,332 102,362 9,626 121,406 0 0 0 450,758 0 0 450,758
        事業費計 1,490,365,321 745,562,333 446,896,307 14,690,610 198,670,128 31,050,318 18,227,436 9,640,203 2,955,102,656 1,966,757 0 2,957,069,413

小計 天鏡閣売店

正味財産増減計算書内訳表
令和2年 4月 1日 から 令和3年 3月31日 まで

(単位：円)

科目

公益目的事業会計

法人会計 合計
観光振興事業会計

県産品振興事業会計 施設管理運営事業会計
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収益事業会計

観光物産館 日本橋ふくしま館 物産展 県産品流通促進 くろがね小屋 天鏡閣 迎賓館
小計 天鏡閣売店

科目

公益目的事業会計

法人会計 合計
観光振興事業会計

県産品振興事業会計 施設管理運営事業会計

      管理費
          役員報酬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12,121,925 12,121,925
          給料手当 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,237,926 3,237,926
          福利厚生費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,092,429 1,092,429
          退職金共済掛金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 148,383 148,383
          旅費交通費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 84,006 84,006
          通信運搬費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 111,297 111,297
          減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,349 2,349
          消耗品費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 51,707 51,707
          修繕費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6,554 6,554
          印刷製本費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,551 10,551
          燃料費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5,344 5,344
          光熱水料費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 24,978 24,978
          賃借料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 75,719 75,719
          広告宣伝費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9,558 9,558
          租税公課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 97,970 97,970
          支払負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5,462 5,462
          支払寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20,000 20,000
          支払手数料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27,183 27,183
          運賃 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4,900 4,900
　　　　　研修費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33,200 33,200
          委託費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13,092 13,092
        管理費計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17,184,533 17,184,533
        経常費用計 1,490,365,321 745,562,333 446,896,307 14,690,610 198,670,128 31,050,318 18,227,436 9,640,203 2,955,102,656 1,966,757 17,184,533 2,974,253,946
          評価損益等調整前当期経常増減額 61,659,591 40,293,244 1,447,298 △ 5,553,093 2,602,545 △ 2,748,696 △ 877,520 0 96,823,369 15,312 13,160,622 109,999,303
          評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
          当期経常増減額 61,659,591 40,293,244 1,447,298 △ 5,553,093 2,602,545 △ 2,748,696 △ 877,520 0 96,823,369 15,312 13,160,622 109,999,303
  ２．経常外増減の部
    (１)経常外収益
      その他の経常外収益
　　　　　貸倒引当金戻入 438,271 153,917 54,689 8,159 5,362 3,293 162 0 663,853 45 0 663,898
　　　　　過年度雑収益 0 2,640,000 0 0 0 0 0 0 2,640,000 0 0 2,640,000
        その他の経常外収益計 438,271 2,793,917 54,689 8,159 5,362 3,293 162 0 3,303,853 45 0 3,303,898
        経常外収益計 438,271 2,793,917 54,689 8,159 5,362 3,293 162 0 3,303,853 45 0 3,303,898
    (２)経常外費用
　　　固定資産除却損
　　　　　固定資産除却損 1 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 2
　　　　固定資産除却損計 1 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 2
        経常外費用計 1 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 2
          当期経常外増減額 438,270 2,793,917 54,689 8,158 5,362 3,293 162 0 3,303,851 45 0 3,303,896
　　　　　他会計振替前当期一般正味財産増減額 62,097,861 43,087,161 1,501,987 △ 5,544,935 2,607,907 △ 2,745,403 △ 877,358 0 100,127,220 15,357 13,160,622 113,303,199
　　　　　他会計振替額 0 0 0 0 0 0 1,966 0 1,966 △ 1,966 0 0
          税引前当期一般正味財産増減額 62,097,861 43,087,161 1,501,987 △ 5,544,935 2,607,907 △ 2,745,403 △ 875,392 0 100,129,186 13,391 13,160,622 113,303,199
          法人税、住民税及び事業税 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 242,000 242,000
          当期一般正味財産増減額 62,097,861 43,087,161 1,501,987 △ 5,544,935 2,607,907 △ 2,745,403 △ 875,392 0 100,129,186 13,391 12,918,622 113,061,199
          一般正味財産期首残高 △ 12,960,336 19,452,538 145,551,118 58,389,226 △ 31,308,406 135,374 365,280 0 179,624,794 △ 30,703,612 9,824,372 158,745,554
          一般正味財産期末残高 49,137,525 62,539,699 147,053,105 52,844,291 △ 28,700,499 △ 2,610,029 △ 510,112 0 279,753,980 △ 30,690,221 22,742,994 271,806,753
Ⅱ　　指定正味財産増減の部
      基本財産運用益
          基本財産受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,702,420 10,702,420
        基本財産運用益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,702,420 10,702,420
      特定資産運用益
          特定資産受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 207 207
        特定資産運用益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 207 207
      一般正味財産への振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11,022,809 11,022,809
          当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 △ 320,182 △ 320,182
          指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 917,723,105 917,723,105
          指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 917,402,923 917,402,923
Ⅲ　　正味財産期末残高 49,137,525 62,539,699 147,053,105 52,844,291 △ 28,700,499 △ 2,610,029 △ 510,112 0 279,753,980 △ 30,690,221 940,145,917 1,189,209,676
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１．継続組織の前提に関する注記
当該事業年度末日において、継続組織の前提に関する疑義は存在しない。

２．重要な会計方針
（１）有価証券の評価基準及び評価方法
　　　満期保有目的の債券　　　　償却原価法（定額法）によっている。

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法
　　　最終仕入原価法によっている。

（３）固定資産の減価償却の方法
　　　①有形固定資産
　　　法人税法の規定に基づく定率法または旧定率法によっている。
　　　ただし、平成１９年４月１日以降に取得した建物については定額法によっている。

　　　②無形固定資産
　　　定額法（残価０円）によっている。

（４）引当金の計上基準
　　　①貸倒引当金
　　　法人税法に規定する法定繰入率により計算した回収不能見込額を計上している。

　　　②退職給与引当金
　　　平成１８年４月１日より職員就業規則を改定し、独立行政法人勤労者退職金共済機構の退職金共済制度に加入している。
　　　改定前の規則に基づく退職金については、自己都合による要支給額を引当金計上している。

（５）リース資産
　　　通常の賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理を適用している。

（６）消費税等の会計処理
　　　税抜方式を採用している。

３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）
前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
　　投資有価証券 905,656,133 0 320,182 905,335,951
　　定期預金 10,000,000 0 0 10,000,000

915,656,133 0 320,182 915,335,951
特定資産
　　退職給付引当資産 22,886,194 0 0 22,886,194
　　運営強化積立預金 6,054,000 0 0 6,054,000
　　日本橋ふくしま館財政調整積立資金 94,000,000 20,000,000 30,000,000 84,000,000
　　公益目的事業財政安定化積立資金 0 6,500,000 0 6,500,000
　　施設管理運営事業財政安定化積立資金 0 4,000,000 0 4,000,000

0 10,000,000 0 10,000,000
122,940,194 40,500,000 30,000,000 133,440,194

1,038,596,327 40,500,000 30,320,182 1,048,776,145

４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対
応する額）

基本財産
　　投資有価証券 905,335,951 (905,335,951) (   　　　0) －
　　定期預金 10,000,000 (10,000,000) (   　　　0) －

915,335,951 (915,335,951) (   　　　0) －
特定資産
　　退職給付引当資産 22,886,194 (2,066,972) (   　　　0) (20,819,222)
　　運営強化積立預金 6,054,000 (  　　　0) (6,054,000) －
　　日本橋ふくしま館財政調整積立資金 84,000,000 (  　　　0) (84,000,000) －
　　公益目的事業財政安定化積立資金 6,500,000 (  　　　0) (6,500,000) －
　　施設管理運営事業財政安定化積立資金 4,000,000 (  　　　0) (4,000,000) －

10,000,000 (  　　　0) (10,000,000) －
133,440,194 (2,066,972) （110,554,000) (20,819,222)

1,048,776,145 (917,402,923) （110,554,000) (20,819,222)

合計

財務諸表に対する注記

科目

小計

　　観光物産館・日本橋ふくしま館販売管理ｼｽﾃﾑ入替資金

小計

科目

小計

　　観光物産館・日本橋ふくしま館販売管理ｼｽﾃﾑ入替資金

小計
合計
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５．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
（単位：円）

勘定科目名 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
建物 530,000 530,000 0
車両運搬具 3,090,215 2,750,222 339,993
什器備品 18,590,306 15,782,455 2,807,851
ソフトウェア 6,105,104 5,565,870 539,234

合計 28,315,625 24,628,547 3,687,078

６．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）
種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益

第316回利付国債 300,080,220 300,780,000 699,780
第317回利付国債 300,084,861 301,680,000 1,595,139
第319回利付国債 100,042,275 100,870,000 827,725
第120回利付国債 205,128,595 236,933,880 31,805,285

合計 905,335,951 940,263,880 34,927,929

７．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

福島県 0 47,382,000 47,382,000 0 一般正味財産
福島県 0 38,633,000 38,633,000 0 一般正味財産
環境省 0 2,679,000 2,679,000 0 一般正味財産
福島県 2,066,972 0 0 2,066,972 指定正味財産

2,066,972 88,694,000 88,694,000 2,066,972

８．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）
金額

経常収益への振替額
　　基本財産受取利息 11,022,602
　　特定資産受取利息 207

11,022,809

１．基本財産及び特定資産の明細
財務諸表の注記に記載しているため省略。

２. 引当金の明細は、次のとおりである。
（単位：円）

目的使用 その他
貸倒引当金 663,898 1,208,261 0 663,898 1,208,261
退職給付引当金 20,819,222 0 0 0 20,819,222
※ 貸倒引当金の当期減少額「その他」は、期末洗替えによる戻入額である。

　

内容

補助金の名称

令和２年度(公財)事業等補助金
ふくしまDMO推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業補助金

国立・国定公園への誘客の推進事業
福島県観光物産振興事業等補助金(退職金)

合計

合計

附属明細書

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
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(単位:円)

（流動資産）

現金 手元保管 運転資金として 8,877,484

普通預金 東邦銀行　県庁支店　他 　〃 375,355,145

売掛金 観光物産館　他 公益事業等で販売する県産品売上代　他 25,710,538

信販未収金 観光物産館　他 公益事業等で販売する県産品売上代のクレジット利用分 17,605,595

未収金 福島県　他 県委託事業による受託料収入未収分　他 77,510,490

商品 観光物産館　他 棚卸資産 21,921,125

食事材料 くろがね小屋 　〃 619,647

貯蔵品 くろがね小屋　他 　〃 564,232

前払費用 日本橋ふくしま館　他 ４月分家賃　他 5,999,376

貸倒引当金 － 貸倒に備えた引当金 △ 1,208,261

流動資産合計 532,955,371

（固定資産）

基本財産

投資有価証券 東邦銀行　県庁支店　他 運用益を公益事業・法人会計の財源として使用 905,335,951

定期預金 東邦銀行　西福島支店 運用益を公益事業・法人会計の財源として使用 10,000,000

915,335,951

特定資産

退職給付引当資産 東邦銀行　西福島支店　他 職員の退職給付支出に備えた積立 22,886,194

運営強化積立預金 東邦銀行　西福島支店 運用益を法人会計の財源として使用 6,054,000

日本橋ふくしま館財政調整積立資金 東邦銀行　県庁支店 日本橋ふくしま館の管理運営のための積立 84,000,000

公益目的事業財政安定化積立資金 東邦銀行　県庁支店 公益目的事業のための積立 6,500,000

施設管理運営事業財政安定化積立資金 東邦銀行　西福島支店 くろがね小屋・天鏡閣の管理運営のための積立 4,000,000

物産館・日本橋販売管理ｼｽﾃﾑ入替資金 東邦銀行　県庁支店 販売管理システム入替のための積立 10,000,000

133,440,194

その他固定資産

車両運搬具 公用車　他 事業に要する車両等 339,993

什器備品 POSターミナル　他 事業に要する備品等 2,807,851

ソフトウェア 売掛管理システム　他 事業に要するシステム等 539,234

電話加入権 協会事務所 電話加入権利 298,552

敷金 都圏不動産㈱　他 倉庫敷金等 2,257,240

保証金 全国旅行業協会 他 旅行事業に係る弁済業務保証金分担金　他 2,510,000

出資金 福島県旅行業協同組合 旅行事業に係る組合出資金 50,000

預託金 自動車リサイクル促進センター 自動車リサイクル預託金 13,710

8,816,580

固定資産合計 1,057,592,725

資産合計 1,590,548,096

（流動負債）

買掛金 観光物産館　他 公益事業等で販売する県産品仕入代等 90,543,479

未払金 くろがね小屋 職員退職金 1,128,610

未払費用 ㈱JR東日本企画　他 公益事業等に係る支払経費等 212,563,798

未払消費税等 － 決算において確定した未払消費税 33,537,531

前受金 商品券購入者　他 ふくしま県産品応援商品券販売代金　他 18,563,740

預り金 源泉所得税　他 源泉所得税等の預り金 4,715,205

仮受金 物産展等出展業者　他 物産展等出展業者未精算売上金　他 19,224,835

未払法人税等 － 決算において確定した未払法人税 242,000

流動負債合計 380,519,198

（固定負債）

退職給付引当金 職員 職員の退職金に係る引当金 20,819,222

固定負債合計 20,819,222

負債合計 401,338,420

正味財産 1,189,209,676

財産目録
令和3年 3月31日現在

貸借対照表科目 場所･物量等 使用目的等 金額
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